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嶺
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第
九
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
が
、
十
月
二
十
四
日
（
水
）
～
二
十
五
日
（
木
）、
広
島
市
の
「
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
広
島
」
を
主
会

場
に
、
全
国
か
ら
二
千
余
名
の
女
性
部
員
の
出
席
（
本
県
は
二
十
七
名
の
部
員
が
参
加
）
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
優
劣
の
つ
け
が
た
い
発
表
の
中
か

ら
、
最
優
秀
賞
に
は
、「
見
て
下
さ
い

発
祥
の
地

花
笠
踊
り
・
お
も
て
な
し
の
心
」
の
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
の
柴
崎
玲
子
（
山
形
県
）
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
基
調
講
演
で
は
テ
レ
ビ
に
も
多
数
出
演
し
て
い
る
佐
藤
治
彦

氏
が
「
世
界
経
済
か
ら
み
た
日
本
経
済
。
日
本
経
済
か
ら
み
た
地
域
経
済
。」
と
題
し
、
難
し
い
テ
ー
マ
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な

が
ら
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
外
に
お
い
て
は
地
元
の
特
産
品
等
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
、
休
憩
時
間
に
は
大
変
賑
わ

っ
て
お
り
大
盛
況
の
よ
う
で
し
た
。
二
日
目
は
視
察
研
修
等
の
移
動
分
科
会
を
行
い
二
日
間
の
研
修
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
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県内の異な

事業として推

地区商工会 た

しました。

県内 67 店舗

場者があり、

10 月 13

穫祭』が開

天候に恵

た。観光シ

産資源の

また、オ

や民謡、よ

って受け入

来場者ア

られたもの
地域間交流事業・第１弾～「ヨソドつがる産業まつりｉｎひらかドーム」

った地域間の特産品交流を促進し、販売促進、販路拡大を目的に本年度県連が新規

進している特産品地域間交流事業の第 1 回目として、去る 9/29、30 日の 2 日間中南

青年部連絡協議会主催の「第 3 回ヨソドつがる産業まつり in ひらかドーム」に参画い

がブースを構え（内県連受付 18 店舗）、両日とも天候にも恵まれ、遠方からも多くの来
１日目約 4200 人、２日目約 10,500 人と大盛況のうちに幕を閉じました。

地域間交流事業・第２弾～「青森秋の大収穫祭」

日（土）・14 日（日）の両日、三沢市の古牧グランドホテルにて『青森秋の大収

催され、連合会取りまとめによる店舗が商工会も含めて 9店舗出店致しました。

まれたため、当初の集客見込数 5000 人を上回る約 6300 人の来場者がありまし

ーズンとも重なったことによって他県からの来場者も多数あり、県内の農林水

PR が広く行われたことと思います。

ープニングセレモニーにおける地元小学校の吹奏楽演奏をはじめ、津軽三味線

さこい演舞などの近隣住民との交流促進を図って行われたイベントは好評をも

れられ、多くの観衆が集まりました。

ンケート調査の回答も概ね高評価であり、来年度の開催に向けてよい成果を得

と思います。
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≪ in 下北！ １０月１４日開催≫

むつ下北地区商工会青年部連絡協議会（会長・中島満む

つ市川内町商工会青年部長）は若手後継者等育成事業≪

チャレンジショップ in 下北≫を「かわうち高原＆ベ

コまつり」と合同で開催し、未来の経営者を夢見る地元

小学生が参加した。

児童たちは、下北地域の各商工会青年部と自ら交渉し、

焼き干しやするめなどの地元産品を仕入れると、利益が

上がるようにと販売価格を設定していざ開店！

あられも混じる生憎の天候にも負けず、「いらっしゃい

ませー」「おいしいブルーベリージャムはいかが」と、

大きな声で元気よく販売した。

伝票整理や、売上計算に苦労しながらも利益があがるこ

とがわかるとホッとした表情を浮かべた児童は、「大き

な声を出したらお客さんが来てくれた。またやってみたい。」と満足した笑顔を見せた。朝から夕方ま

で一生懸命勉強・販売した苦労を踏まえて、親からいただくお小遣いの大切さを実感するとともに、商

売への意欲も高まった様子だった。

≪ in ひらかドーム！ ９月３０日開催≫

「おいしいリンゴ飴ですよ」「お土産にはリンゴ酢ス

ティックを」―。

中南地区商工会青年部連絡協議会（会長 山口和彦

尾上町商工会青年部長）は、≪チャレンジショップ in

ひらかドーム≫を「ヨソドつがる産業まつり」と合同

で開催し、地元小学生が参加した。

準備段階では、「りんごの○海」（まるかい）と会社名

を決めたものの、社長がなかなか決まらないなどのア

クシデントを乗り越え、開店準備では自分たちで売り

たい商品の仕入れ、ＰＯＰの作成、価格設定などを行

った。

当日は天候にも恵まれ、産業まつり来場者数は約14700

名と大盛況の中行われ、児童たちは利益を上げるため

にと、大きな声でお客様を呼び込んだり、移動販売を試みたりと、商売へ意欲的だった。

準備段階でアクシデントが発生したり、他のライバル商店が多い中、利益を上げることができた児童た

ちの笑顔は達成感で満ち溢れていた。

19年度若手後継者等育成事業～起業家育成支援事業～
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